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茶は酸化酵素の働きを止めるタイミングで分類できる
茶の分類
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資料 日本茶インストラクター協会「日本茶インストラクター講座『序章』」から作成

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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茶の種類によって主産地や価格水準は異なる
茶の種類と特徴

種類 特徴 主な産地 生産比率
（%）

荒茶価格
(円/kg)

煎茶 • 茶葉を蒸して揉んで製造する 静岡、鹿児島等
幅広い産地 49.7 1,197

碾茶 • 抹茶の原料となる
• 被覆栽培した茶葉を碾茶炉等で揉まずに乾燥する 鹿児島、京都、静岡 7.3 3,278

かぶせ茶 • 摘採前に7日程度、藁や寒冷紗などで被覆し、摘採
後に煎茶と同様の工程で製造する

三重、奈良、静岡
福岡 2.6 1,659

玉緑茶 • 煎茶の製造工程に近いが、精揉工程がないため
丸みを帯びた形状になる 佐賀、長崎、熊本 1.9 1,804

玉露 • 藁や寒冷紗などで20日間程度被覆し、ほぼ遮光し
た後、新芽を蒸して揉んで乾燥させて製造する 三重、京都、福岡 1.0 2,637

資料 日本茶業中央会「茶関係資料」、農林水産省「茶をめぐる情勢」から作成
注  荒茶価格は2024年時点

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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茶は栽培、荒茶加工、仕上茶加工の工程を経て製造される
茶の製造工程

生葉生産 荒茶加工 荒茶流通 仕上茶加工・流通 製品流通

農家

茶園 荒茶加工場
（茶工場）

農家・農協・法人等

茶市場・斡旋所等

茶商等

仕上茶加工場

茶専門店

自動販売機

コンビニ

量販店

海外
茶飲料製造業者等

飲料工場

生葉流通 荒茶流通 仕上茶流通 茶飲料流通

海外産地

輸入

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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茶の摘採作業は産地や地形によって時期や長さが異なる

一番茶

一番茶 二番茶

二番茶

三番茶 秋番茶

茶の地形別摘採作業

資料 農林水産省「茶をめぐる情勢」から作成
注  傾斜地の経営規模は3ha、平坦地の経営規模は10ha

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費

秋番茶
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1,808 

734 

422 335 

一番茶 二番茶 三番茶 四番・冬春秋番茶

2020-24年の範囲 2020-24年平均

茶の相場は一般的に茶期を経るごとに水準が下がる
茶期別の荒茶単価推移（円/kg）

資料 日本茶業中央会「茶関係資料」から作成
注 元資料は全国茶生産団体連合会調査

リーフ茶等 ペットボトル茶等

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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産地によって生産や加工規模に差がある
主産地ごとの生産・加工拠点および規模

資料 農林水産省「農林業センサス」「作物統計」、日本茶業中央会「茶関係資料」、経済産業省「製造事業所調査」から農中総研作成
注  それぞれの項目で数値が高い地域を色付け。一番濃い緑が一番数値が高いことを示す

産地
茶栽培
経営体数
(2020年)

栽培面積
(2025年)

荒茶
工場数
(2024年)

荒茶
生産量
(2025年)

工場あたり
生産量
(2024年)

仕上茶産出
事業所数
(2023年)

仕上茶
出荷数量
(2023年)

事業所あたり
出荷数量
(2023年)

体 ha カ所 トン トン カ所 トン トン
静岡 5,827 11,600 1,467 24,100 17.6 269 56,359 209.5
鹿児島 1,281 8,040 378 30,000 71.4 60 4,559 76.0
三重 601 2,580 170 4,860 29.5 24 3,207 133.6
京都 506 1,510 268 2,280 10.4 51 10,766 211.1
埼玉 406 690 195 921 4.3 22 686 31.2
宮崎 324 1,110 160 2,880 16.5 8 219 27.4
福岡 652 1,450 117 1,850 14.1 32 4,209 131.5
熊本 346 908 117 1,140 10.3 13 403 31.0
全国 12,929 33,400 3,519 75,100 21.0 654 107,448 164.3

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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茶を生産する経営体は減少し、高齢化している
茶作経営の年齢別基幹的農業従事者数の推移（人）

49歳以下 59-59歳 60-69歳 70歳以上 49歳以下 59-59歳 60-69歳 70歳以上 49歳以下 59-59歳 60-69歳 70歳以上

67.4%

70.5%

73.8%

2010年 25,043人

2015年 17,894人

2020年 11,644人

資料 農林水産省「茶業及びお茶の文化に係る現状と課題」から作成

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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茶園の約4割が樹齢31年以上と老園化している
樹齢別の茶園面積（%）

39.6

23.2

21.2

10.7
5.2

31年以上 21-30年 11-20年 -10年 未成園

資料 農林水産省「茶をめぐる情勢」
注  農林水産省が調査し、回答を得た茶園面積

2024年度の茶園面積※

17,237ha

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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茶の栽培面積・生産量は過去20年間で2~3割減少した
全国の茶栽培面積と荒茶生産量の推移

栽培面積（左軸）

荒茶生産量（右軸）

100,000トン

48,700ha

33,400ha

75,100トン

-31.4%

-24.9%

資料 農林水産省「作物統計」から作成
注 2011年、2012年は全国の荒茶生産量のデータなし

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費

年

（ha） （トン）
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さみどり

鹿児島
8,151ha

京都
1,488ha

茶の品種は「やぶきた」に偏り、摘採時期が集中している
茶種別の栽培面積（2024年時点,%）
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つゆひかり
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あさつゆ

さえみどり おくみどり

ごこう その他

さやまかおり

全国
2024年栽培面積

29,879ha

64.3

7.3

6.0

資料 日本茶業中央会「茶関係資料」から作成

静岡
12,618ha

87.8

52.6

29.4

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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荒茶工場数は10年で3割超減少。会社経営の比率が上昇
荒茶工場数の推移（カ所）

資料 農林水産省「作物統計」、日本茶業中央会「茶関係資料」から作成
注 円の大きさが地域ごとの荒茶産出額を示す。色の薄い円が2003年

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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3,519カ所

-35.6%

年
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荒茶の産出額は減少するなか鹿児島は規模を拡大
主産地における荒茶工場の生産規模・単価・産出額の推移（2003 2023年）
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資料 農林水産省「生産農業所得統計」、日本茶業中央会「茶関係資料」から作成
注 円の大きさが地域ごとの荒茶産出額を示す。色の薄い円が2003年

鹿児島 74億円

三重 14億円

静岡 103億円福岡 11億円

京都 40億円

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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リーフ茶需要は縮小する一方、ペットボトル茶の需要は拡大
緑茶と茶飲料の購入金額の推移（円）

茶飲料

緑茶

資料 総務省「家計調査」から作成

茶飲料の購入金額が緑茶を上回る
2007年

3,153

8,962

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費

年
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緑茶生産は中国が9割を占め日本の比率は3%
世界の茶生産量の推移（トン）

緑茶生産の89%中国

緑茶生産量
217万トン
（2023年）

茶生産量
673万トン
（2023年）

日本 緑茶生産の3%

資料 日本茶業中央会「茶関係資料」から作成
注 元資料はInternational Tea Committee「Annual Bulletin of Statistics」

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費

年
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緑茶輸出は中国が8割を占め日本は2%程度
世界の緑茶貿易（2024年）

資料 国際連合「UN Comtrade」から作成

輸出 405,460トン 輸入 299,259トン

全
世
界

中
国

輸出の81.9%

日本 2.2%

モ
ロ
ッ
コ

輸入の25.8%

中国による
24年緑茶輸出
331,941トン

モロッコ

ガーナ

ウズベキスタン
モーリタニアセネガル

ロシア

ガンビア

アルジェリア

ニジェール

カメルーン

その他

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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茶の一人当たり消費量はトルコが1位で日本は19位

3.10
2.35 2.06 1.94 1.87

1.52 1.36 1.25 1.05 1.02 0.74

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 19位

トルコ

リビア
香港 中国 モロッコ

アイルランド
英国 スリランカ

イラク パキスタン
日本

世界の一人当たり茶消費量（kg、2021-2023年平均）

資料 日本茶業中央会「茶関係資料」から作成
注 元資料はInternational Tea Committee「Annual Bulletin of Statistics」

分類 種類 製造工程 摘採作業 茶相場 生産・加工 経営体 樹齢 生産量 品種 茶工場 国内消費 世界生産 輸出入 世界消費
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抹茶は栽培方法、摘採方法、製造方法等でさまざま
抹茶の栽培、摘採、製造、加工方法による分類

栽培方法 摘採方法 製造方法 加工方法
茶臼

茶臼

茶臼

茶臼

茶臼

粉砕機

粉砕機

茶臼

粉砕機

粉砕機

粉砕機

粉砕機

粉砕機

碾茶炉

碾茶炉

碾茶炉

碾茶炉

碾茶炉

モガ製

碾茶炉

モガ製

碾茶炉

モガ製

手摘み

手摘み

手摘み

ハサミ刈

ハサミ刈

ハサミ刈

ハサミ刈

棚・本簾・菰

棚・寒冷紗・二重

棚・寒冷紗・一重

直・寒冷紗

露地

粉茶・その他

一番茶

二番茶

秋番茶

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

直・寒冷紗

資料  桑原秀樹『宇治抹茶問屋4代目が教えるお抹茶のすべて』15ページから作成

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題
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茶業中央会は栽培・製造方法に着目して抹茶の定義を策定
栽培方法 摘採方法 製造方法 加工方法

茶臼

茶臼

茶臼

茶臼

茶臼

粉砕機

粉砕機

茶臼

粉砕機

粉砕機

粉砕機

粉砕機

粉砕機

碾茶炉

碾茶炉

碾茶炉

碾茶炉

碾茶炉

モガ製

碾茶炉

モガ製

碾茶炉

モガ製

手摘み

手摘み

手摘み

ハサミ刈

ハサミ刈

ハサミ刈

ハサミ刈

棚・本簾・菰

棚・寒冷紗・二重

棚・寒冷紗・一重

直・寒冷紗

露地

粉茶・その他

一番茶

二番茶

秋番茶

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

これらは中央会の定義に基づくと食品加工用碾茶と称される

直・寒冷紗

資料 桑原秀樹『宇治抹茶問屋4代目が教えるお抹茶のすべて』15ページ
日本茶業中央会「緑茶の表示基準」から作成

注  この定義に拘束力はない

日本茶業中央会による抹茶の定義

抹茶 碾茶（覆下栽培した茶葉を碾茶炉等で揉まずに乾燥したもの）を
茶臼等で微粉末状に製造したもの

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題



Norinchukin Research Institute 22

抹茶は被覆栽培、揉まずに乾燥するという点が特徴
抹茶の製造方法の一例

生葉栽培 碾茶製造 抹茶仕上

蒸
熱

仕
上
げ
乾
燥

木
茎
分
離

本
乾
燥

荒
乾
燥

冷
却
散
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夾
雑
物
の
除
去

粉
砕

仕
上
げ
乾
燥

篩
分
け

風
力
選
別

切
断

•葦簀、藁、化学繊維等
を茶葉に被せる

•棚を使う場合や直接被
覆する場合もある

①葉緑素が増え緑色が
濃くなる

②茶のうまみ成分の分解
を抑制できる

③新芽の硬化を抑制し
摘採期を調整できる

茎・葉脈を除去するため揉まずに乾燥させる 出荷する直前に粉砕加工する

煎茶工程とは異なるため専用の機械・
設備が必要

味や風味を損なわないために挽く際には
適切な温度管理が重要になる

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題
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抹茶は直接飲用のほか加工用など様々な用途がある

抹茶

飲用

食用

その他

• 茶道での濃茶や薄茶
• カフェでの抹茶ラテ
• 煎茶への添加

• 焼菓子
• アイスクリーム
• 粉をまぶすなどの装飾用

• スキンケア・化粧品
• 生活・衛生用品
• 空間演出・雑貨

• 味覚的特徴：うまみや苦み
• 視覚的特徴：鮮やかで濃い緑色
• 物理的特徴：ダマになりにくいなど

• 耐  性：味や香りが飛びにくい
• 均質性：品資のばらつきの排除

• 茶の機能性 ：消臭効果など
• 香りの持続性：香りが安定して続く

抹茶の用途 使用・消費シーン 求められる特徴

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題
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抹茶への関心は24年後半に急速に高まった
Google トレンドによる世界の「matcha」への関心推移

全ての国 日本 米国 イギリス ドイツ フランス 中国 タイ

2015 2016 2017 2018 2019 2020 20252024202320222021

24年後半から検索数が急増

資料 Google「Google トレンド」から作成
注  過去12か月平均

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題

年
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2020 2021 2022 2023 2024 2025

粉末状 その他

抹茶など粉末状の緑茶輸出が増加している
形状別の緑茶輸出推移（トン）

資料 財務省「貿易統計」から作成

8,718トン

2,375トン

3.7倍

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題

年
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高単価な小口の粉末茶の輸出が特に伸びている
形状・重量別緑茶輸出の成長推移

0

4,000

8,000

12,000

0 10 20 30 40 50

（輸出単価 円/kg）

（輸出数量過去5年平均成長率 %）

3kg以下

3kg超え

3kg超え

3kg以下

346.2
億円

257.6
億円

68.7億円

48.4億円

粉末状

リーフ

資料 財務省「貿易統計」から作成
注  円の大きさは2025年の輸出金額を示す

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題



Norinchukin Research Institute 27

小口の粉末状の緑茶は欧州向けに高付加価値市場を形成
3kg以下粉末状緑茶の主要な輸出先

資料 財務省「貿易統計」から作成
注  円の大きさは2025年の輸出金額を示す

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

0 20 40 60 80 100 120

（輸出単価 円/kg）

（輸出数量過去5年平均成長率 %）

米国
オランダ

オーストラリア

ドイツ

英国
フランス

ベトナム

マレーシア

タイ
カナダ

急成長市場

高付加価値市場

有望市場

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題
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1991 1996 2000 2006 2010 2015 2020 2024

碾茶の生産量は抹茶需要の拡大に伴い増加している
碾茶の生産量推移（トン）

資料 全国茶生産団体連合会「茶種別生産実績」
桑原秀樹『宇治抹茶問屋4代目が教えるお抹茶のすべて』159ページから作成

ハーゲンダッツ ジャパン
「グリーンティー」味を展開

京都で碾茶炉が増加する

1996

スターバックスコーヒー ジャパン
「抹茶ティーラテ」を展開

抹茶商品の普及が進む

2006

2,198トン

5,336トン

2.4倍

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題

年
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抹茶・碾茶の需要拡大に伴い加工施設も増えている
茶加工施設等の整備動向

資料 静岡県、鹿児島県、三重県、京都府、埼玉県における強い農業づくり交付金、産地パワー
アップ事業、農畜産物輸出拡大施設整備事業の対象事業から作成

9

5

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

碾茶 抹茶 その他

14件

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題

年
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0

60

120

180

240

雑貨店では京都関連の抹茶で高価格帯が多い（筆者調査）

産地訴求なし 京都 静岡 福岡 鹿児島 埼玉

シングルオリジン・セレモニアル

石臼挽き有機転換期間中・セレモニアル

フレーバー

有機JAS

セレモニアル

石臼挽き

シングルオリジン

有機JAS

セレモニアル

セレモニアル

缶入り抹茶の価格水準（円/g）

資料 筆者調査
注 2026年4月下旬時点。都内の雑貨店にて

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題
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抹茶は栽培、製造、仕上げの段階で様々な課題を抱える
抹茶製造における課題

資料 ヒアリング、農林水産省「農業物価統計調査」から作成

抹
茶
需
要
の
増
加

碾
茶
需
要
の
増
加

•碾茶関連設備の価格上昇
•設備納入までの長期化

碾茶製造工程

抹茶仕上工程
•粉砕機の納入までの長期化
•粉砕加工枠獲得の競争激化

生葉栽培
•生産拡大で被覆労働が増大
•被覆資材の費用上昇

農業用ビニールの価格指数推移

国内

• 海外市場で外国産との競争激化
• 国産の需要減少による投資回収リスク・長期化の懸念

海外産地
•大量生産で価格競争力の向上

2011 2018 2025

135

88

定義 中央会 製造工程 用途 関心 輸出 形状別輸出 輸出先 碾茶生産量 加工施設 売り場調査 課題
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茶業界について

抹茶ブーム

煎茶高騰

茶業界の未来

1

2

3

4
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碾茶は24年時点で煎茶に比べ2.7倍高い
煎茶と碾茶の荒茶単価推移（円/kg）

資料 日本茶業中央会「茶関係資料」から作成

3,278 

1,197 

2020 2021 2022 2023 2024

2.7倍

煎茶

碾茶

煎茶と碾茶の相場 碾茶の生産比率 緑茶の需給 秋冬番茶の高騰 荒茶の価格指数 設備投資 休廃業・倒産

年
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0

2

4

6

8

0

30,000

60,000

90,000

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

荒茶生産量は減る一方、碾茶比率は上昇傾向で推移
荒茶生産量の推移（トン）と碾茶生産量の比率（%）

資料 農林水産省「作物統計」、全国茶生産団体連合会「茶種別生産実績」から作成

荒茶生産量（左軸）
碾茶比率（右軸）

約7%

約3%

煎茶と碾茶の相場 碾茶の生産比率 緑茶の需給 秋冬番茶の高騰 荒茶の価格指数 設備投資 休廃業・倒産

年

（トン） （%）
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お茶の需給はひっ迫した状態が続いている
緑茶の需給推移（トン）

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

72,982トン

68,134トン

78,846トン

資料 日本茶業中央会「茶関係資料」から作成
注 緑茶消費量は家計内消費量と緑茶ドリンク原料使用量の合計。

国内消費仕向量は国内生産量+輸入量-輸出量

76,026トン
緑茶消費量

国内消費仕向量

煎茶と碾茶の相場 碾茶の生産比率 緑茶の需給 秋冬番茶の高騰 荒茶の価格指数 設備投資 休廃業・倒産

年
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25年は秋冬番茶の価格が高騰した
静岡茶市場での茶期別価格の推移（円/kg）

1,909 

1,207 1,170 
1,352 

2,097 

一番茶 二番茶 三番茶 四番茶 秋冬番茶

2020-24年度の範囲 過去5年平均 2025年度

7倍

煎茶と碾茶の相場 碾茶の生産比率 緑茶の需給 秋冬番茶の高騰 荒茶の価格指数 設備投資 休廃業・倒産

資料  静岡茶市場「取扱実績累計表」から作成
注 県内茶と県外茶合計の価格
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荒茶の物価指数は25年前半に上昇した
荒茶と緑茶の企業物価指数（2020年=100）

80

130

180

2021/1 2022/1 2023/1 2024/1 2025/1 2026/1

荒茶

緑茶

資料 日本銀行「企業物価指数」から作成

164.1

煎茶と碾茶の相場 碾茶の生産比率 緑茶の需給 秋冬番茶の高騰 荒茶の価格指数 設備投資 休廃業・倒産
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 26通期
見通し

茶経営体の設備投資への意欲は改善している
茶経営体の設備投資予定ありの比率（%）

資料 日本政策金融公庫「農業景況調査（令和8年1月）」から作成

69.0

30.3

+38.7

煎茶と碾茶の相場 碾茶の生産比率 緑茶の需給 秋冬番茶の高騰 荒茶の価格指数 設備投資 休廃業・倒産

年
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25年は製茶業の休廃業・倒産件数が増加した
製茶業の倒産・休廃業解散動向

資料 帝国データバンク『製茶業の廃業、2025年は過去最多「抹茶人気」逆風に』

2010 2015 2020 2025

計14件

煎茶と碾茶の相場 碾茶の生産比率 緑茶の需給 秋冬番茶の高騰 荒茶の価格指数 設備投資 休廃業・倒産

年

休廃業・解散 倒産



Norinchukin Research Institute 40

茶業界について

抹茶ブーム

煎茶高騰

茶業界の未来

1

2

3

4
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26年新茶取引は鹿児島で前年比6割高・京都は2割高
鹿児島・静岡・京都での新茶初取引の状況

資料 鹿児島茶市場「ちゃぴおんねっと」、静岡茶市場、
日本農業新聞「宇治新茶取引幕開け」（2026年4月25日）から作成

鹿児島
（鹿児島県茶市場）

静岡
（静岡茶市場）

京都
（JA全農京都宇治茶流通センター）

20,879円/kg9,019円/kg6,573円/kg
前年比

+58.9% -14.0% +22.1%
前年比 前年比

4/6 4/20 4/24

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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緑茶輸出は26年も伸びており1-3月は前年比2割増
緑茶輸出の推移（トン）

資料 財務省「貿易統計」、日本茶輸出促進協議会「緑茶の輸出について」から作成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2025 2026

粉末状 その他
（+20.7%）

2,993トン

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ

年

月

“海外の抹茶ブームに国内
供給が追い付かない状況”

“碾茶生産現場への直接買い付
け事例が報告されている”

“圃場視察を口実に直接買い付けを
模索し生葉生産者の紹介依頼がある”
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2025 2026

中国 その他

緑茶輸入も26年は伸びており1-3月は前年比2倍超
緑茶輸入の推移（トン）

資料 財務省「貿易統計」から作成

（2.4倍）
2,056トン

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ

年

月
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30,607

6,713

13,591

-6,837

-11,330

-13,245

-2,555
-3,309

23年
農業所得

肥料費 茶作物収入 動力光熱費 諸材料費 地代・賃借料 雇人費 その他粗収益 その他経費 24年
農業所得

イラン情勢による燃油高騰は光熱費や諸材料費に影響
2023年から24年までの茶作経営の所得変化（円/10a）

-21,767

-8,131

電気・ガス・燃料等の費用

被覆用ビニール等の購入費

資料 農林水産省「営農類型別経営統計調査」「農業物価統計調査」から作成
注  畑作経営（全農業経営体）のうち、茶作経営を対象

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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39,977 

49,220 

59,306 

55,850 

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

26年は動力光熱費の上昇が茶作経営の重荷となる懸念
茶作経営における動力光熱費の推移試算（円/10a）

+13.4%
動力光熱費の上昇が

ウクライナ戦争時並みと仮定

資料 農林水産省「営農類型別経営統計調査」「農業物価統計調査」から作成
注  2025年の動力光熱費は農業物価統計調査の24年から25年の光熱動力費の伸び率を

使用して試算。26年は26年3月時点、22年の伸び率を使用して試算。

試算

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ

年

ウクライナ戦争で燃油高騰

26年3月時点の
農業物価統計の数値で試算

+6.8%
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緑茶の国内需給はひっ迫し供給不足感は拡大する見通し
緑茶の需給見通し（トン）

2011 2015 2020 2025 2030 2035 2040
資料 静岡県経済産業部農業局お茶振興課「静岡県茶業振興計画（2025~2028年）」から

作成
注  供給量は生産量+輸入量

80,500トン

64,900トン

需要量

緑茶供給量

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ

年
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中国貴州省では抹茶生産計画が拡大・深化している

銅仁市3カ年計画（2024-2026年）

盤石な製造拠点とブランド化による「中国抹茶の都」の確立

•抹茶茶園 8万畝（約5,300ha）
•抹茶生産量 2,000トン
•抹茶生産額 17億元以上

ブランド育成 「梵浄抹茶」ブランドの宣伝と確立
設備高度化 碾茶・加工施設の新設と自動化の推進
製品体系の
拡充 飲料・食品のほか観光にも注力

貴州省3カ年計画（2026-2028年）

「世界的な高品質抹茶の原料基地」の構築

•抹茶茶園 20万畝以上（約13,000ha）
•抹茶生産量 8,000トン以上
•抹茶生産額 80億元以上

国際基準 40カ所以上の「GAPモデル基地」の構築
グローバル
市場開拓

海外の世界販売拠点を5カ所以上設立
し毎年の輸出額を2割増加

「抹茶+」 没入体験や「抹茶+文化観光」の推進

重点施策 重点施策

2024 20282025 2026 2027
中国における抹茶生産計画の推移

資料 貴州省銅仁市「銅仁市抹茶産業拡大・強化3カ年行動実施法案（2024-2026年）」 
貴州省「貴州省抹茶産業高品質発展3カ年工作法案（2026-2028年）」から作成

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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茶業界は国内外で生産減少につながるリスクを抱えている
茶業界が国内外で直面している状況

お茶の価格高止まり

お茶の輸入増加

海外産との競争激化

消費者のお茶離れ
消費者のより安価な
飲料への移行が進む

お茶の需要減少
生産者の経営悪化

輸入品へのシフト
国産茶葉が外国産に
置き換えられる

輸出伸び悩み
輸出伸び率の鈍化や

停滞

販売収入の減少
想定した販売収入を

下回る

•販売減少・経営費の上昇
で赤字経営

•設備の投資回収期間の
長期化

離農が進み
国内生産が減少

国内

海外

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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国・都道府県・地域レベルでのブランド保護・訴求が急務に

国産
（日本茶GI）

都道府県

特定地域

特定茶園

• 固有の品種や技術の保存
• コアなファンの獲得

• 個々の茶園
• 地域の茶専門店
• 購買する愛好家

• 地域特有の製法・文化の保護
• 地域独自のブランドの確立

• 市町村
• 生産者団体
• 地域の中核となる茶商

• 産地全体の認知度向上
• 産地一体となった協力体制の構築

• 都道府県
• 生産者団体
• 大規模茶商

• 国内・海外でのブランド保護と差別化
• 正確な表示による信頼の獲得

• 国
• 業界団体
• 大手メーカー

茶のブランド保護・訴求の階層イメージ 期待される効果 役割が期待される主体

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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茶は茶園から消費者に届くまで多くの工程を経る

蒸
熱

粗
揉

揉
捻

中
揉

精
揉

乾
燥

荒茶加工場（茶工場）

農家・農協・法人等 茶商等

篩
分
け

切
断

選
別

火
入
れ

合
組

仕上茶加工場

茶飲料製造業者等

抽
出

冷
却

分
離

ろ
過

調
合

飲料工場

殺
菌

充
填

茶類小売店

自動販売機

コンビニ

量販店

茶市場・斡旋所等
価格形成

代金決済

品質評価

摘採機・製茶関連機器メーカー

農家

茶園
栽培

摘採

生葉生産 荒茶加工 荒茶流通 仕上茶加工・流通 製品流通

生
葉

荒
茶

荒
茶

輸
入
茶 茶

飲
料海外産地 海外

仕上茶

茶の製造工程（煎茶、詳細）

機械納入 機械納入
仕上茶

機械納入

お茶が消費者に届くまでの過程で多くの ”技術” ”こだわり” ”思い” がある

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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茶の価値・魅力はそれぞれの工程で多岐に渡る
茶のそれぞれの製造・流通工程における魅力・価値

•土の匂い
•一面に広がる緑
•山の稜線
•吹き抜ける風
•郷土や歴史

自然・景観
茶園 荒茶加工場

•巨大な機械
•広がる茶の香り
•響く機械音
• コンベアを流れる
茶葉の緑

工場の空間
茶市場・農協

•倉庫に搬入され
る袋詰めの茶葉

•並ぶ拝見盆
•響く手拍子
•参加者の活気

市場の様子

生葉生産 荒茶加工 荒茶流通 仕上茶加工・流通 製品流通
仕上・飲料工場

•巨大な機械
•広がる茶の香り
•響く機械音
•細かな合組設計
•高度な抽出技術

工場の空間
専門店・量販店

•容易なアクセス
•商品の視覚的な
情報

•店員との会話
•淹れ方講習

売り場の空間

生産者・流通事業者・販売者にとって当たり前でも一般消費者にとってはどれも”新鮮”

茶園ツーリズム 工場併設のカフェ のような新しい茶体験の源泉  

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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12,929 3,519 654 2,286 

茶の生産から消費までの距離が長く価値を伝えきれていない
茶の価値・魅力が消費者に届くまで

生葉生産 製品流通荒茶加工 仕上茶加工
茶栽培経営体数 荒茶加工場数 仕上茶産出事業所数 茶類小売業事業所数

生産現場 消費者
価値・魅力 価値・魅力

（2020） （2024） （2023） （2021）

生葉生産から製品流通まで距離が長く経営体や事業者数も少なくなる

資料 農林水産省「農林業センサス」、日本茶業中央会「茶関係資料」 
経済産業省「経済センサス」から作成

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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それぞれの主体が価値の提供・伝達、ニーズの還流で協力
それぞれに期待される役割

農家 茶市場・農協 茶商 飲料メーカー 量販店
専門店

価値の源泉
ストーリーの創造

茶の日常への浸透
ライフスタイルの提案

五感での体験と
フィードバックの最前線

「農・商」双方向
コミュニケーションの要

品質保証と産地と
消費地のマッチング

優れた加工技術/
こだわりを商品に「翻訳」

テロワールや
個性の発信

急須がない世代にお茶
を飲む習慣を提供

店頭の反応を川上へ
還元

市場データや実需者の
声を生産指導に反映

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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お茶業界は成長へ転換するチャンスにある

70,000

74,000

78,000

82,000

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

•環境配慮など持続可能な生産の取組み
•効率的な生産体制の推進・整備
•契約栽培など飲料メーカーとの連携強化

緑茶ドリンク向け需要が成長の基盤に

•輸出先の嗜好や用途など需要の正確な把握
•価格競争を避けるため高品質な商品を生産
•需要に応じた無理のない設備投資

抹茶・粉末茶需要で高収益を獲得

•茶園独自のストーリーでコアなファンを獲得
•茶専門店での体験価値の強化
•食育で若年層に急須で飲む習慣を定着させる

リーフ茶国内需要の回復・拡大

お茶業界の成長イメージ

荒茶生産量

75,100トン

資料 農林水産省「作物統計」から作成
注  2030年の荒茶生産量のうち、上方シナリオは2025年の全国荒茶生産量の対前年

変化率を使用。下方シナリオは生産量の過去5年単純移動平均を算出のうえ、2020-
2025年の平均成長率を使用

新茶取引 緑茶輸出 緑茶輸入 イラン情勢 光熱費 需給見通し 中国の動向 茶業界の課題ブランド保護 消費者に届くまで 茶の価値・魅力 距離の障害 それぞれの役割 成長イメージ
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